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[要約I教職課程の教科指導の学修において、学生が困難を感じることの一つに、自分たちで授業設計
をすることがあると考えられる。国語科教育の演習科目において、学生が何を手がかりに授業を設計し

ていくのかを学生の記述をもとにふり返り考察した。教師が提示した文献資料や教材特性から授業を組

み立てる糸口を見いだし、さらにグループでの協同ワークによって授業の手立てを工夫しようとしてい

たことがうかがえた。

[キーワード] 教職課程・授業設計・困難・学生の記述

[研究目的I
学部教育の教職課程の科目の中で、教科教育に

関する演習科目では、学生が授業計画を立て模擬

授業を行うことが多い。知識も経験も十分でない

学生が最も困難を感じるのは、教材研究に取り組

んだ後の授業設計や指導案の作成ではないかと

考える。実際に模擬授業をする際にも、予測不可

能な事態に混乱したり、立ち往生したりすること

もあるだろうが、その前段階として、授業の言十画

を自分一人で立てられ準備ができることが、まず

もって教職に就く前に身につけておかなければ

ならないことである。この困難については、筆者

が毎年教育実習生を受け入れ指導する立場にい

たときにも感じていたことであった。

教師の授業に関する実践的知識の研究は、秋田

(1991)、三橋ら(2014)の研究などの蓄積がある。

国語科教育の分野では、研究者自身が学部での授

業を対象にした研究に、望月 (1983)、鶴田(2007)、

町田 (2008)、渡辺 (2006) らがある。これらは

授業の概要や配慮事項などを記し反省的に考察

したものである。しかし、実際に学生が何を考え

つつ取り組んでいたかを明らかにした研究は少

ない。学生がどの局面でどのような困難を感じる

のか、何を手がかりとして授業を作っていくのか

を学生の記述を中心に検討したいと考えた。

[研究方法I
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筆者が今年度担当した「国語科教育演習」の模

擬授業後の学生のふり返り記述をもとに考察し

た。

[科目の概要1
1 1年次からの国語科関連科目

本学科では1年次に「国語科基礎研究」、 2年

次に[国語科教育法」を必修で履修し、 3年次で

「国語科教育演習Jを選択で履修する。いずれも

後期2単位である。

2 r国語科教育演習J15回の概要
履修人数はA組46名、 B組 45名である。前年

度までの学修について学生に尋ねたところ、教材

研究や授業設計に強い不安があるということだ

ったので、教材研究法について講義をした。「ご

んぎつね」の前半の一場面に絞って教材研究を班

で行うワークを取り入れながら教材研究の実際

を学んだ。さらに、 15回のうち 2回は幼稚園実

習のため休講となり課題を各自がこなすことと

なり、十分な時間の確保が難しい中での模擬授業

の準備と実施となった。

3 模擬授業の概要

15回の授業を通じて班単位での活動を中心と

した。約6名で班を編成し、班ごとにM社の国語

教科書1年から 6年の教材の文学、あるいは説明

的文章教材から一つを選んで模擬授業を行った。

A組、 B組ともに 7班編成。模擬授業は、 45分の



授業の計画を立てたうち 20分を行い、その後短

時間の協議の時間を設けた。すべての班が行った。

I抽出グループの模探授業とそのふり返り]
すべての班の模擬授業終了後の授業で、授業を

どのように設計していったか、難しさを感じたの

はどのようなことか、どのように解決しようとし

たかを思い出して記述してほしいと依頼した。各

王圧の記述を整理し、以下でB組5班の記述を示す。

(他の班の記述については当日資料)

くB組5斑の模擬授業>

教材:rお手紙J(2年生)
授業場面.手紙をもらえずにいたがまくんが、か

えるくんが手紙を書いてくれたことを知り、二人

が幸せな気持ちになる場面の読み取り

授業概要:手紙に書かれた「親愛Jr親友Jとい
うことばの意味を考える。さらに二人が手紙が届

くのを待っときの気持ちを、以前の気持ちと比べ

て考え、吹き出しにことばを書く。

くB組 5斑の記述>

授業設計の過程:この物語で伝えたいことは何か

を考え友情や親友の大切さと決めた。読み込むう

ちに登場人物の気持ちの変化が大切だと気づき、

二人の気持ちの変化を読み取らせるための方法

を考えた。「ハートメーター」は難しいので「嬉

しいJr悲しい」の二通りの顔を用いることにし
た。

困難を感じた点:気持ちの変化に気づかせるには

どのような授業展開にしたらいいか考えるのが

一番難しかった。話し合いを重ね二つの気持ちだ

け考えようということになった。目で見てわかる

にはどうしたらよい方、

。解決の方策:ハートの色塗り・ハートメータ

ー・二人の表情の絵を描く・二人の表情を選ぶと

いう案が出た。

I考察1
B5班と他の班でも共通点として挙げられてい

たのが、『授業の重点、何を教えたいかを考えるJ

ということである。教村研究をして、本時で最も

大事なこと、目標とすることを見極めることを、

難しいながらも必死に考えていたことがうかが

えた。さらに、困難点として、授業で核にしたい

ことが決まっても、それをどのような方法で展開

していくかに苦戦していたことがうかがえた。い

くつかの方法を考え、最も妥当と考える方法 (2
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種類の表情のかえるの絵を用意し、そこに気持ち

を書く)に落ち着いたが、班内で時簡をかけ話し

合い検討している。

これらの記述の他に、他班では、困難を感じた

こととして、『具体的にどのような発問を投げか

けるか考えるのが難しかったJr子どもの実態が
わからないのでどの程度のことはわかるのか、ど

うしづ言葉で話せばいいか困った」と記述してい

る班が複数あった。解決の方策として「ひたすら

教材を読みこんで考えたJr参考文献やネットで
の情報を手がかりに考えたJr先生が毘布した資
料をよく読んで参考にしたJなどの方策から解決

しようとしていたことが分かった。

I課題】
本研究では、授業後に想起して記述するという

方法で、学生の授業設計の過程を考察した。具体

的な記憶が十分でない面もあり、次年度に設計段

階のその場の記録をデータとして採取したいと

考える。また、本研究の対象となった学生が4年

次にどのように授業設計をするかも継続して調

査したいと考える。それらをもとに、その学生た

ちへの授業設計のために必要な手当てを追加的

に行うことや、次年度の本科目や2年次、 1年次

の科目の内容構成に反映させていきたいと考え

る。
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